予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名: 飛び出せスーパー専門高校生推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　教育委員会　学校支援課　産業教育担当　電話番号：058-272-1111（内3699）

E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	事業費　


　要求額：5,000千円（前年度予算額：5,000千円）
	要求内容


	１　要求の内容


専門高校等が岐阜県の国際競争力を高め、企業のリーダーとして活躍できる高度な産業人を育成するため、地域と連携しながら専門教科を生かした学習活動を行い、産業人として高度な資質・能力を育成し、本県産業をリードする高い地位と役割を担う次代の優れた産業人の育成を図る持続可能なシステムを構築します。
平成２４度　事業指定校８校及び研究テーマ
岐阜工業高等学校（工業科）地域産業の将来のリーダーの育成を目指して
　　県立岐阜商業高等学校（商業科）中小企業の魅力を発信
　　岐阜総合学園高等学校（総合学科）総合学科で学んだ技術を地域貢献に
岐阜城北高等学校（生活産業学科）地域に発信　安心エコライフ

恵那農業高等学校（農業科）蘇れ！恵那の自然　～バイオ技術を活用した環境保護活動～
　　多治見工業高等学校（工業科）地域産業・地域活性化をふまえた特色ある活動
　　中津商業高等学校（商業科）地域の宝を探せ！ ～＠中津川再発見．com～
瑞浪高等学校（生活産業学科）地域とつながろう

	２　所要経費


　事業費　5,000千円
	２月１日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	要求額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	２月1日時点
査定額
	5,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,000

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・専門高校等が岐阜県の国際競争力を高め、企業のリーダーとして活躍できる高度な産業人を育成するため、地域と連携しながら専門教科を生かした学習活動を行い、産業人として高度な資質・能力を育成します。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	研究指定校数

	０
（H19）
	８
（H22）
	８
（H23）
	８
（H24）
	８
（H25）
	％
１００

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

①実践活動
　専門高校8校が地域と連携しながら専門教科を生かした実践活動を実施

　・岐阜地区指定校4校（岐阜工業高校、県立岐阜商業高校、岐阜総合学園高校、岐阜城北高校）　
・東濃地区指定校４校（恵那農業高校、多治見工業高校、中津商業高校、瑞浪高校）

②合同発表会

・岐阜地区　瑞穂市総合センター（中学校参観予定数　約８７０名）

・東濃地区　恵那文化センター（中学校参観予定数　約３４０名）　


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　専門高校生の実践活動は、新聞等で数多く取り上げられ、地域や地域産業を担う人材として期待が高まっている。
また、各地区の発表会には地域の方や中学生が参加し、専門高校生が研究の成果や産業教育の魅力を発信し、生徒のコミュニケーション能力が向上することが期待されている。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	専門高校等が、岐阜県の国際協力を高め企業のリーダーとして活躍できる高度な産業人を育成するため事業の継続は必要である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	専門高校生の実践活動は、新聞等で数多く取り上げられ、地域や地域産業を担う人材として期待が高まっている。

合同発表会や学校のホームページ等で研究成果を地域の方々や中学生、専門高校等へ普及している。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	教育委員会と学校が連携を密にして事業経費を精査し、経費節減に努めている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　特記事項なし




（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　産業界で活躍できる人材を育成するために、地域や産業界と連携した実践的、継続的な学習活動を今後も進める必要がある。



